
【令和５年度】　指定管理者評価シ ー ト

所　　管　　課 福祉部　地域福祉課

評価対象期間 令和５年４月１日　～　令和６年３月３１日

令和５年度　指定管理者評価シート＜１＞　指定概要　　（指定管理者によりご記入をお願いします。）

名　　 称 川西市一の鳥居老人福祉センター

所 在 地 兵庫県川西市長尾町６番１７号

設置目的 老人の健康の増進、教養の向上等を図るため

名　　 称 社会福祉法人　川西市社会福祉協議会

所 在 地 兵庫県川西市火打１丁目１２番１６号

　※　指定管理の業務内容を明確に記入してください。

指定期間 令和４年４月１日　～　令和７年３月３１日

施設概要

利　　用　　料　　金　　制 非利用料金制　　　・　　一部利用料金制　　　・　　　完全利用料金制

指定管理者

指定管理業務の内容

（１）老人の生活相談に関すること。
（２）老人の健康相談に関すること。
（３）老人の教養の向上のための講習会、講演会等の開催に関すること。
（４）老人のレクリエーションのための便宜供与及び老人クラブ活動の推進に関すること。
（５）老人の機能回復訓練に関すること。
（６）施設使用の許可、その取り消し、その他のセンターの利用に関すること。
（７）施設及び付属設備の維持管理に関すること。
（８）その他、市長が必要と認める業務に関すること。



令和5年度　指定管理者評価シート＜２＞　評価結果 【評価区分】

A

B

C

D

評価レベル 評価レベル

A A

A A

A A

A A

A A

優　　　良

良　　　好

課　題　含

要　改　善

区  分
指定管理者自己評価結果

【指定管理者記入欄】
指定管理者一次評価

【市所管記入欄】

評価項目及びポイント なぜその評価に至ったか（説明） なぜその評価に至ったか（説明）

１　施設の設置目的の達成に関する取
組み  【有効性】

１　施設の設置目的の達成に関する
取組み 【有効性】

（1-1） 施設の設置目的である事業運営
の達成

（1-1） 施設の設置目的である事業
運営の達成

＜　課　 題　＞
　令和５年度より入浴事業を廃止したため、入浴のみの
利用者の利用がなくなり、延べ利用者数は大幅な減少と
なりました。

　入浴事業の廃止により利用者数の減少がみられます。
趣味の会などのグループ活動の周知が更に必要となり
ます。

　入浴事業の廃止で利用者数全体
は減少しているが、グループ活動で
の利用は活発に行われている。

＜改善内容＞

　コロナ禍での施設内飲食の制限を取り払い、飲食室の
利用を可能としました。
　また、令和6年2月には、コロナ禍でおこなっていた当日
利用票の連絡先等記入を撤廃しました。

　活動制限の緩和により、高齢者の活動も活発になるこ
とが予想されます。新しい生活様式に沿いながら、利用
者のニーズに応えられるよう努めてください。

意見なし

(1-2) 施設の利用状況及び事業への参
加状況

(1-2) 施設の利用状況及び事業へ
の参加状況

① 施設の目的に則って、有効に活用
（利用）されていたか。

　血圧計、スカイウエル（電位治療器）、マッ
サージ器は、健康の増進のために有効に活
用されました。
　講座・行事とともに趣味の会では、囲碁や
将棋、絵手紙、書道、カラオケ、パソコン、グ
ランドゴルフ、フラダンス、詩吟、表装、自彊
術、健康体操などのグループ活動に参加す
ることにより、高齢者の健康・教養の向上や
孤独の解消が図られました。

　健康機器の設置を通じて、健康増進を図る
施設としての目的を果たしています。
　さらに、多種類の趣味グループの活動支援
を通じて利用者の教養向上を図る場として
有効に機能しています。

意見なし

② 施設の利用者や実施された事業へ
の参加者数の増加、サービス利用者の
利用回数の促進など創意工夫が図られ
たか。

　高齢者の関心が高い健康体操の講座や創
作講座、まちづくり出前講座を開催し、利用
促進に努めました。コロナ禍で参加を控えて
いた利用者が徐々に参加するようになり、利
用者数は増加しました。
　７月から１０月にかけてクールシェアスポット
を設置し、暑さをしのぐ場所を提供しました。

　高齢者の関心の高い内容の講座を定期的
に開催するなど、利用者増に向けた取り組
みが見られます。
　また、暑さ対策の場を提供するなど、社会
情勢に合わせた運営も行えています。

意見なし

＜　課 　題　＞
　コロナ禍で交流が途切れている間に、利用者の高齢化
が一段と進み、グループ活動には深刻な影響が出てい
ます。

　利用者の高齢化や、活動の制限によりグループ活動
の継続が出来ず、登録グループ数が減少しています。

　グループ活動の中断や休止が見
受けられるが、今まで活動されてい
るグループへのフォローは市と連携
して行うこと。

＜改善内容＞
　コロナウイルスの5類移行後も引き続き、感染予防対策
を継続し、安全安心に施設の利用ができる環境を維持し
ました。

　数多くの高齢者が利用する施設のため、引き続き感染
防止対策を行ったうえでの施設運営をお願いします。

意見なし

施設名
川西市一の鳥居老人福祉
センター

管理者 社会福祉法人 川西市社会福祉協議会 所管課 福祉部　地域福祉課

指定管理者二次評価
【外部評価者記入欄】

①法令や利用のルール、事業計画に
則って施設の事業運営が適切に行われ
たか。また、施設を最大限に有効活用
するとともに、施設の設置目的に沿った
成果が得られたか。

A

　老人福祉法と川西市条例に則り、健康体操
や講座の開催、１７グループの趣味の会への
活動支援を行い、高齢者の健康と教養の増
進を図りました。講座やグループ活動に参加
することで、高齢者の教養の向上、生きが
い、孤独の解消などに成果がありました。

A
　高齢者の心身の健康増進を目的とした多
様な趣味、グループの活動支援など、施設
の目的に応じた運営が行われています。

意見なし

②利用に係る登録方法や手続につい
て、利用者に対し十分に周知を行い、適
正な方法で行われたか。

A

　新規利用者に、施設利用に係るルールや
方法ついて、丁寧に説明し、マイナンバー
カードや健康保険証、運転免許証などで本人
確認を行い、適正な方法で利用登録手続き
を行いました。

A

　初回利用時に身分証明書を確認し利用手
続きを進めるとともに、施設のルールや利用
方法等を丁寧に説明するなど適切な方法が
とられています。

意見なし

③施設の設置目的に応じた効果的な営
業や広報活動を行い、その結果、効果
があったか。

A

　講座や行事の内容を川西市の広報紙に掲
載することやポスター掲示、利用者への声掛
けをして、参加者増に努めました。コロナ禍
の影響が徐々に緩和され、その効果が表れ
ました。

A

　利用者の増加につながるよう、市の広報誌
を活用してPRするほか、ポスター掲示や利
用者への声かけなど、日頃の業務の中でも
周知活動を行えています。

意見なし
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A

B

C

D

評価レベル 評価レベル

優　　　良

良　　　好

課　題　含

要　改　善

区  分
指定管理者自己評価結果

【指定管理者記入欄】
指定管理者一次評価

【市所管記入欄】

評価項目及びポイント なぜその評価に至ったか（説明） なぜその評価に至ったか（説明）

施設名
川西市一の鳥居老人福祉
センター

管理者 社会福祉法人 川西市社会福祉協議会 所管課 福祉部　地域福祉課

指定管理者二次評価
【外部評価者記入欄】

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

（1-3） 利用者の満足度 （1-3） 利用者の満足度

① 利用者の満足度を把握するため、定
期的にアンケート調査などを実施した
か。

　講座の終了後にアンケートを実施し、利用
者の満足度や意見をいただきました。

　各講座ごとにアンケートを実施するなど、
利用者の意向を確認する体制がとられてい
ます。

意見なし

②利用者アンケート調査の結果から、
施設利用者ニーズや満足度を把握し、
事業の改善等が得られたか。

　健康や身体能力の維持、創作活動に関心
が高く、令和６年度も健康体操や創作講座に
取り組みます。

　アンケート等から利用者のニーズを把握
し、事業に反映させています。

意見なし

③利用者からの苦情に対して十分な対
応がなされたか。

　施設が廃止される令和７年度以降も一の鳥
居でグループ活動を続けたいという要望があ
り、社協事務局から川西市に再度伝えてもら
いました。

　活動場所の確保への不安などの意見が増
加する中で、丁寧な対応と意見の反映が出
来ています。

意見なし

④アンケート調査以外に、さまざまな手
法で利用者の意見を把握し、それらを
反映させる取組みがなされたか。

　令和５年度は意見箱を通しての要望はあり
ませんでした。利用者とのコミュニケーション
を大切に、普段からお話を聞けるよう、話し
やすい環境を作るように職員一同心がけて
います。

　日頃から利用者とのコミュニケーションをと
れる環境整備をされています。

意見なし

⑤サービスの質を向上させるため具体
的な取り組みを行ったか。また、取り組
みの結果、どのような効果が得られた
か。

　季節の花を生けるなど季節の移り変わりを
利用者とともに感じ、常に施設内の美化に努
めています。お花の名前を聞かれるなど会話
が生まれています。

　利用者へ快く利用してもらえるよう、施設内
外の美化に気を配られています。

意見なし

＜　課 　題　＞
　個人利用者、グループ活動の利用者ともに、老人福祉
センター廃止後も、現状の施設利用を継続したいと望ん
でいます。

　高齢者の健康維持の場や、趣味の活動拠点の確保へ
の不安から、施設利用に対する意見が増加しています。
市としても説明会は実施しますので、現場でも丁寧な対
応をお願いします。

　老人福祉センターが廃止になるこ
とについて、利用者の今後の受け
皿など、現場への説明も含めて丁
寧に行うこと。

＜改善内容＞

　安全で安心な利用ができるように、利用者に、継続して
定期的な換気と消毒作業をご協力いただくとともに、換気
機能付き電気空調機器と空気清浄機により室内環境が
整った状態を維持しています。
　コロナ禍で実施を見合わせていたグループ活動の発表
会を実施しました。

　引き続き、高齢者が満足して利用できるような環境整
備をお願いします。また、感染防止対策を行いながら、
生きがいづくりにつながる事業の実施をお願いします。

意見なし

２　効率性の向上に関する取組み
    　【効率性】

２　効率性の向上に関する取組み
         　【効率性】

(2-1) 経費の節減 (2-1) 経費の節減

① 施設の管理運営に関し、経費を効率
的に節減するための十分な取組みが行
われ、その効果が得られたか。

　水道光熱費が大幅に削減されました。ガス
料金は入浴事業の廃止とガス空調の廃止に
より大幅削減、空調は各室ごとの電気空調
機器に変わり、必要な部屋のみ利用できるよ
うになり、水道料金は、入浴事業の廃止によ
り大幅削減となりました。

　入浴事業の廃止という要因もありました
が、設備の入れ替えや利用者への声かけな
どにより、経費削減へ向けた取り組みの成
果が出ています。

意見なし

② 管理運営業務の遂行にあたり、業者
発注や業務委託により行われる場合、
適切な水準で行われ、経費が最小限と
なるような競争が行われたか。

　業務委託や修繕については、見積もり合わ
せを行い、常に経費節減を意識して取り組み
ました。
　また、消耗品購入は、同水準のものをより
安い業者を探すなど節約に努めています。

　複数業者との相見積もりを行う等、経費削
減に努め、適切な運営をしています。

意見なし

＜　課 　題　＞

　施設は建築後４８年が経過し、建物や設備など全体の
老朽化が著しい状況です。設備の更新や修繕も市の所
管と相談しながら、安全面を一番に考え、実施していく必
要があります。

　事業の中止や利用者の安全を脅かすような不具合が
生じないよう、計画的な対応をとる必要があります。

意見なし

＜改善内容＞
　空調設備の更新や入浴事業の廃止、節水、節電によ
り、水道光熱費が大きく減少しました。

　引き続き、利用者への呼びかけを行うなど、経費削減
に向けた取り組みをお願いします。

意見なし

2



A

B

C

D

評価レベル 評価レベル

優　　　良

良　　　好

課　題　含

要　改　善

区  分
指定管理者自己評価結果

【指定管理者記入欄】
指定管理者一次評価

【市所管記入欄】

評価項目及びポイント なぜその評価に至ったか（説明） なぜその評価に至ったか（説明）

施設名
川西市一の鳥居老人福祉
センター

管理者 社会福祉法人 川西市社会福祉協議会 所管課 福祉部　地域福祉課

指定管理者二次評価
【外部評価者記入欄】

評価なし 評価なし

評価なし 評価なし

A A

A A

A A

A A

A A

A A

(2-2) 収入の増加 (2-2) 収入の増加

① 収入を増加させるための具体的な方
法の検討や取り組みを行ったか。

②収入の増加など取り組みの効果は得
られたか。

＜　課 　題　＞

＜改善内容＞

(2-3) 収支のバランスなど　 (2-3) 収支のバランスなど

①収支のバランスは、適切であったか。

②費用対効果を考えながら、経費の効
果的で効率的な執行が行われたか。

③収支の内容に不適切な点はなかった
か。

＜　課 　題　＞

＜改善内容＞

３　公の施設に相応しい適正な管理運
営に関する取組み【適正性】

３　公の施設に相応しい適正な管理
運営に関する取組み【適正性】

(3-1)  管理運営の実施状況 (3-1)  管理運営の実施状況

①法令や市等の指導に基づき、施設の
管理運営に、適切な人員配置をされて
いたか。

　所属長は再雇用職員1人、指導員は臨時職
員１人、事務員は臨時職員１人の基本３人の
体制で管理運営を行いました。

　人員配置は適切です。 意見なし

②法令や市等の指導に基づき、業務に
必要な研修・教育が適切に行われた
か。

　川西市の川西市社会福祉協議会への監
査・指導が実施されました。当施設への指導
は、備品管理シールの剥がれ落ちと起案書
決裁の専決についての2点であり、早急に改
善しました。
　また、業務に必要な研修として内部研修
（web研修等）に参加し、地域福祉について再
確認しました。

　監査の指摘事項に対し、迅速かつ適切に
対応出来ています。
　また、業務に関する研修へ積極的に参加
し、職員の能力向上に努めています。

意見なし

③経費の節減やサービス提供の質な
ど、管理運営が適切に行われていた
か。

　職員が修理可能なものは修繕するなど経
費節減し、業者依頼の場合も、相見積をとり
安価な業者を選定しました。
　サービス提供の質においては、コミュニ
ケーションを大切に丁寧な窓口対応を行いま
した。

　修繕の実施にあたっては、複数業者への
見積や等、経費削減を念頭に適切に運営で
きています。
　また、利用者とのコミュニケーションを大切
にするなど、サービスの質を落とさない取り
組みも出来ています。

意見なし

④施設の良好な管理運営を進めるた
め、新たな取り組みについて、指定管理
者自ら提案・検討を進め、実施された
か。

　コロナウィルス5類移行に伴い公共施設利
用等について緩和の方向性が出ているが、
社会福祉協議会の方針として、『到着時に手
指消毒・検温、利用中の換気、器具消毒、空
気清浄機の利用、職員のマスク着用』の感染
症対策を継続し、安全安心な施設の管理運
営を進めています。

　高齢者が利用する施設のため、引き続き
感染防止対策を実施するなど、安全安心な
施設の管理運営体制がとれています。

意見なし

＜　課 　題　＞

　老人福祉センターは、令和6年度末で廃止が決まって
います。備品・書類の整理・処分について備品等廃棄処
分費用の予算が通らず見通しを立てにくい状況がありま
す。

　管理運営については適切に行われています。備品等
の廃棄処分については、令和7年度を予定していますの
で、処分費用の予算についても令和7年度予算として要
求します。

意見なし

＜改善内容＞

　例年、少人数の施設は研修や地域福祉推進計画の策
定に関われなかったが、令和5年度はweb研修やweb会
議などにより直接会議の様子が分かるなど改善されたと
感じました。

　Webシステムの活用をしながら、引き続き効率的な施
設運営に努めてください。

意見なし
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要　改　善

区  分
指定管理者自己評価結果

【指定管理者記入欄】
指定管理者一次評価

【市所管記入欄】

評価項目及びポイント なぜその評価に至ったか（説明） なぜその評価に至ったか（説明）

施設名
川西市一の鳥居老人福祉
センター

管理者 社会福祉法人 川西市社会福祉協議会 所管課 福祉部　地域福祉課

指定管理者二次評価
【外部評価者記入欄】

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

(3-2) 法令順守、個人情報の保護、安
全対策、危機管理体制、平等利用など

(3-2) 法令順守、個人情報の保護、
安全対策、危機管理体制、平等利
用など

①法令に沿った適正な事業の実施を行
うだけでなく、チェック体制などの整備や
機能をさせているか。

　利用登録は、初回利用時に、運転免許証
や健康保険証で本人確認を行い登録してい
ます。
　社協本部監査チームによる内部監査を定
期的に実施しています。（一の鳥居は令和4
年度実施）
　令和5年度は川西市による社会福祉協議会
への監査があり、一の鳥居老人福祉センター
も施設として対象となりました。

　身分証等で本人確認を実施するなど、適
切な手続きがとられています。
　また、定期的に内部監査等を受け、その内
容を職員間で情報共有を行うなど、業務改
善に努めています。

意見なし

②施設利用者の個人情報保護などの
取扱いが適切に行われているか。

　個人情報は、持ち出し禁止とし、鍵のかか
る保管庫に入れ適切に取り扱っています。

　個人情報を鍵付きの保管庫に入れており、
適切に取り扱えています。

意見なし

③日常の事故防止などの安全対策が
適切に実施されているか。

　センター内の通路には、転倒防止のため障
害となる物を置かないように注意していま
す。玄関には、靴の履き替え用の椅子を置
き、転倒を防止するようにしています。
　また、熱中症予防のポスターなどを掲示し、
注意喚起を行っています。

　大きな事故が発生する前に、予防的に措
置を講じたり注意喚起を行うなど、適切に対
応できています。

意見なし

④防犯、防災対策などの危機管理体制
が適切であるか。

　閉館後や休日の警備は、アルソックに機械
警備を委託をしています。また、防犯カメラを
設置し、敷地内の安全を確認しています。
　安全に避難できるよう、火災避難訓練を年
２回実施しています。

　防犯対策として警備会社に業務委託し、防
犯カメラを設置するなど、防犯への備えはで
きています。
　また、防火訓練を年に2回行うなど、有事に
備えた危機管理体制を敷いています。

意見なし

⑤事故発生時や非常災害時の対応に
ついてマニュアルを作成するなど適切な
対応ができるように整備しているか。

　事故発生時のマニュアルや感染予防マニュ
アルなどを作成し、職員間で共有していま
す。

　緊急事態に備えてマニュアルを作成してお
り、非常時に適切な対応ができるような仕組
みが整備されています。

意見なし

⑥利用者を限定しない施設では、利用
者が平等に利用できるよう配慮したか。

　センター内には、施設利用に関する注意事
項をわかりやすく掲示しています。

　平等な施設利用を達成するために掲示物
等で周知を行えており、適切な配慮がなされ
ています。

意見なし

⑦利用者が限定される施設では、利用
者の選定を公平でかつ適切に実施した
か。

非該当 非該当

＜　課 　題　＞

　令和6年度で老人福祉センターが廃止となる方針であ
り、令和7年3月31日までは開館することとなっています。
利用者名簿などの個人情報の保存・廃棄処分など書類
整理について課題があります。

　個人情報の保存や廃棄については、従来の方法とは
異なる可能性がありますが、漏洩することがないよう厳
重に取り扱う必要があります。

意見なし

＜改善内容＞

　個人情報保護の観点から、グループ活動での来館時
の記名用紙の連絡先電話番号記入は年度初回利用時
の確認時のみとすることとしました。（令和5年度2月21日
より実施）

　個人情報保護のため、業務内容を見直すなど、常に改
善点を意識し実行できています。

意見なし
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評価レベル 評価レベル

優　　　良

良　　　好

課　題　含

要　改　善

区  分
指定管理者自己評価結果

【指定管理者記入欄】
指定管理者一次評価

【市所管記入欄】

評価項目及びポイント なぜその評価に至ったか（説明） なぜその評価に至ったか（説明）

施設名
川西市一の鳥居老人福祉
センター

管理者 社会福祉法人 川西市社会福祉協議会 所管課 福祉部　地域福祉課

指定管理者二次評価
【外部評価者記入欄】

A A

【記入上の留意点】
（１）指定管理者は、自己評価記入欄に、市所管課は、一次評価記入欄に評価を記入いただきますようお願いします。
（２）水色の表観覧にはドロップダウンで評価（A、B、C、D）が選択できます。評価欄の濃淡ピンク色の部分は、水色の部分に評価を入力すると自動的に総合評価が表示されます。

総　　合　　評　　価
指定管理者自己評価結果

【指定管理者記入欄】
指定管理者一次評価

【市所管記入欄】
指定管理者二次評価
【外部評価者記入欄】

評価ランク

　・評価できる内容

　入浴事業が廃止となり、入浴のみの利用者が来られな
くなった分利用は減少したが、コロナ禍で断ち切れた「つ
ながり」を再構築すべく、災害に備える講座や救急救命
講座などのまちづくり出前講座や健康体操など健康講座
を開催することとグループ活動を支援することで高齢者
の健康の増進、教養の向上に効果を発揮しました。

　高齢者の関心の高い内容の講座を開催することなど
で、利用者の健康増進、教養の向上を図るとともに、満
足度の向上に向けた取り組みを実施されています。

　出前講座や健康体操など、積極
的に活動されていることは評価でき
る。

　・令和５年度に改善した内容

　コロナウィルス5類移行後も体表面AIカメラ（検温器）、
換気機能付電気空調機、空気清浄機を有効に利用し、
定期的換気、手指消毒、器具消毒など利用者の協力も
あり、感染症対策を継続することで、安心安全に施設利
用できる状態を維持しました。
　コロナ禍で途絶えていたグループ活動発表会を４年ぶ
りに実施し好評を得ました。
　また、入浴事業を廃止したことで、水道光熱費の大幅な
減少と修繕費の支出が抑えられました。

　感染防止対策を行いながらも、グループ活動発表会を
再開するなど、新しい生活様式に沿った運営が出来てい
ます。
　経費についても、引き続き削減に向けた取り組みをお
願いします。

意見なし

　・令和５年度に改善したことによ
る効果

　安全安心に利用できる状態を維持し、グループ活動発
表会では100人を越える参加者が集まり、大盛況でした。
　水道光熱費はR4年度決算額3,718,172円からR5年度決
算額1,113,203円と3分の1以下となりました。

　今後も感染防止対策を継続しながら、利用者の満足度
の向上を図る取り組みを行ってください。

意見なし

　・問題があり次年度以降改善が
必要な点

　指定管理期間が令和７年３月末で終了し、老人福祉セ
ンターは廃止になることが決まっているが、その後の施
設建物のあり方や管理については、利用者の質問に、川
西市で検討中と回答しています。
　また、建物設備の維持に関することは、12条点検もあ
り、市施設マネジメント課に把握していただいているが、
門扉や玄関、屋根の補修、庇部分セメント剥がれなど修
繕・改修等の提案を継続していくことが必要です。

　施設の老朽化が著しいため、計画的な修繕が必要とな
ります。市との協議がスムーズに行えるよう、引き続き不
具合箇所の把握をお願いします。

意見なし

　・改善方法とその時期

　廃止後の施設のことで川西市で検討され決まったこと
を、地域の方や利用者に知らせて行くことが必要だと感じ
ています。
　また、予算に反映されていませんが、門扉など不具合
が出ているものについて、引き続き市と協議をしていくこ
とが必要です。

　施設の今後の活用方法については、市の方針が固ま
り次第、利用者への説明会を実施する予定です。次の
活動場所のフォローなどご協力をお願いします。

意見なし
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